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はじめに 田原屋ＢＭＳ 流通 BMS導入テスト手順の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

       

 

 

      

 

 

 

 

 

１-１. テストデータセット ⇒ 4 ページ 

6G ポータルサイトからテストデータ（発注、支払）をセットします。 

※iTERAN/AE 以外での作業となります。 

１-2. テスト用利用会社コード登録 ⇒ 5 ページ 

テストで利用する利用会社コード（取引先コード）を登録します。 

２-１. 受信確認テスト ⇒ 12 ページ 

セットされているテストデータ（発注、支払）を受信します。 

２-２. 出荷データ送信 ⇒ 15 ページ 

受信した発注データを出荷データとして送信します。 

２-３. モード切替とテスト完了報告書送付 ⇒ 19 ページ 

対象全データ種のモードを本番モードに切替えます。 

また、田原屋様、富士通 Japan 宛にテスト完了報告書を送付します。 

※モード切替は iTERAN/AE 以外での作業となります。 

２-４. テスト用利用会社コード削除 ⇒ 20 ページ 

基本テスト用に登録した利用会社コードを削除します。 

２．基本テスト 

注意 

テストは、iTERAN/AE の初期設定が行われていることが前提条件になります。 

初期設定を行っていない場合は、「かんたんセットアップガイド」を参照して設定を行ってください。 

 

テストでは 6G ポータルサイトからダウンロードできる「テスト要綱」「6G ポータル利用手順書」を利用

します。テストを始める前にお手元にご用意ください。 

１．事前準備 

当テスト手順は取引先コード（５桁）単位のテストになります。 

複数の取引先コード（５桁）をお持ちの場合は、取引先コード（５桁）の数分繰り返し実施してください。 
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以上で導入テスト手順は完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３-１. 業務確認テスト日程調整 ⇒ 23 ページ 

業務確認テストを実施する日程を田原屋様と調整します。 

３-２. 業務確認用データ受信 ⇒ 23 ページ 

業務確認用データ（発注、支払）を受信します。 

３-３. 【出荷データを利用しない場合のみ】伝票印字テスト ⇒ 26 ページ 

出荷データを利用しない場合、伝票印字テストを実施します。 

印字した伝票は田原屋様に郵送します。 

※出荷データを利用する場合、当テストは実施不要です。 

３-４. 値札、物流ステッカー印字テスト ⇒ 28 ページ 

値札、物流ステッカーの印字テストを実施します。 

※値札、物流ステッカーは iTERAN の表示情報を元に専用ソフトで出力します。 

３-５. 【支払データを利用する場合のみ】支払データ受信報告書の送付 ⇒ 33 ページ 

支払データを利用する場合、【支払】データ受信報告書を田原屋様へ送付します。 

※支払データを利用しない場合、当項は実施不要です。 

３-６. 【出荷データを利用する場合のみ】業務確認用出荷データ送信 ⇒ 38 ページ 

受信した発注データを出荷データとして送信します。 

３-７. 【出荷データを利用する場合のみ】スルーテスト ⇒ 42 ページ 

出荷データを利用する場合、発注データ受信～出荷データ送信のスルーテストを実施します。 

発注データ受信～出荷データ送信の流れを４回（3-6 までを含め計５回）繰り返します。 

※出荷データを利用しない場合、当テストは実施不要です。 

３．業務確認テスト 

データに関するご注意（非ＢＭＳ版との違いについて） 

商品コード（ＢＭＳ項目「商品コード（発注用）」）のコード体系に以下の違いがあります。 

 非ＢＭＳ版 ・・・”01234-5678”（5 桁＋”-“＋5 桁） ※6 桁目に”-“（ハイフン）が設定 

 ＢＭＳ版  ・・・”0123495678”（5 桁＋”9”＋5 桁）※6 桁目に”9”が設定 

画面表示、帳票印字、データファイル出力で上記の仕様となります。 

この違いは田原屋様側の決定となりますので、当件についてのお問い合わせは田原屋様へお願いします。 
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１ 事前準備 

 

１-１ テストデータセット（iTERAN/AE以外での操作となります） 

 

6G ポータルサイトからダウンロードできる「6G ポータル利用手順書」の以下ページを参照の上、 

テストデータ（発注データ、支払データ）のセットを行ってください。 

※iTERAN/AE での接続テスト手順は当テスト手順書に記載していますので、テストデータのセットのみ 

実施をお願いします。 

 ※支払データをご利用されない場合、支払データはセットする必要はありません。 

 

 【テストデータセット手順】 

 6G ポータル利用手順書 「7-4 下りデータの接続テスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

テストは、iTERAN/AE の初期設定が行われていることが前提条件になります。 

初期設定を行っていない場合は、「かんたんセットアップガイド」を参照して設定を行ってください。 
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１-２ テスト用利用会社コード登録 

 

テストで利用する利用会社「9999810」（発注～出荷用）と「9999800」（支払用）を登録します。 

※「9999800」（支払用）は支払データをご利用される場合のみとなります。 

 

① 最初に発注～出荷で利用する利用会社「9999810」（発注～出荷用）を登録します。 

「初期一括設定」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「複写登録」ボタンをクリックします。 
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③ 「利用会社コード」に「9999810」を入力し、「新規」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 「利用会社名（漢字）」～「顧客 ID」に以下のように値を入力後、「保存」ボタンをクリックします。 

利用会社名（漢字） ：「テスト用」を選択 

利用会社名（カナ） ：「ﾃｽﾄﾖｳ」 

住所   ：入力不要 

電話番号  ：入力不要 

郵便番号  ：入力不要 

顧客 ID  ：「0」を入力 

     

 

 

 



   

7 

⑤ 「複写元利用会社」に貴社の取引先コードを選択し「設定する」ボタンをクリックします。 

※貴社の取引先コードが複数ある場合はどの取引先コードでも問題ありません。 

 

 

⑥ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦ 「完了」ボタンをクリックします。 
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⑧ 「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

   以下は支払データをご利用する場合のみとなります。 

   支払データをご利用されない場合は、以上で“1-2 テスト用利用会社コード登録”は完了になります。 

   引き続き、 “２ 基本テスト”を行ってください。 

 

⑨ 続けて支払で利用する利用会社「9999800」（支払用）を登録します。 

「初期一括設定」ボタンをクリックします。 

     

 

⑩ 「複写登録」ボタンをクリックします。 
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⑪ 「利用会社コード」に「9999800」を入力し、「新規」ボタンをクリックします。 

 

 

⑫ 「利用会社名（漢字）」～「顧客 ID」に以下のように値を入力後、「保存」ボタンをクリックします。 

利用会社名（漢字） ：「テスト用」を選択 

利用会社名（カナ） ：「ﾃｽﾄﾖｳ」 

住所   ：入力不要 

電話番号  ：入力不要 

郵便番号  ：入力不要 

顧客 ID  ：「0」を入力 
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⑬ 「複写元利用会社」に貴社の取引先コードを選択し「設定する」ボタンをクリックします。 

※貴社の取引先コードが複数ある場合はどの取引先コードでも問題ありません。 

 

 

⑭ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑮ 「完了」ボタンをクリックします。 
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⑯ 「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

 

  以上で、テスト用利用会社コードの登録は終了です。 

引き続き次項からの“２ 基本テスト”を行ってください。 
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２ 基本テスト 

テストデータを使って業務の流れの確認を行います。当手順に従いテストを実施してください。 

 

２-１ 受信確認テスト 

    セットしたテストデータを全て受信します。 

※iTERAN/AE ではセンタにセットされている全データ種のデータを一括で受信します。 

 ※データ種別に受信することはできません。 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で 9999810：テスト用を選択後、「データ受信」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「受信開始」ボタンをクリックします。 
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③ 「はい」ボタンをクリックします。 

             

 

④ 受信結果が全て「正常」となっていることを確認します。 

「エラー」となった場合はサポートデスクまでご連絡ください。 

※受信ファイル数は以下画面と異なる場合があります。 

 

 

★以下画面が表示される場合、テストデータがセットされていません。 

“1-1.テストデータセット”を参照の上、テストデータセットを行ってください。データセット後、

再度受信を行ってください。 
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⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

          

 

  

以上で“2-1 受信確認テスト”は完了になります。 

引き続き“2-2 出荷データ送信”を行ってください。 
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２-２ 出荷データ送信 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で 9999810：テスト用を選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「出荷確定」ボタンをクリックします。 
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③ 「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 明細一覧にテストデータが表示されることの確認後、「全選択」ボタンをクリックします。 

全行のチェックボックスにチェックが入ったことの確認後、「確定」ボタンをクリックします。 
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⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦ 以下メッセージに対し「はい」ボタンをクリックします。 

※「いいえ」をクリックしてしまった場合は「受注・出荷業務メニュー」の「出荷送信」ボタンを

クリックしてください。 
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⑧ 対象の「社コード」から「0001：株式会社田原屋」を選択し、「送信開始」ボタンを 

クリックします。 

 

 

⑨ 「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

⑩ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑪ 出荷送信後、５分程度待ってもエラー通知メールが届いていない場合、完了となります。 

※エラー通知メールが届いた場合は、導入テストサポート担当までご連絡願います。 

   導入テストサポート担当の連絡先は「かんたんセットアップガイド」の最終ページを 

参照してください。 

 

以上で“2-2 出荷データの送信”は完了になります。 

引き続き“2-3 テスト完了報告書送付”を行ってください。  
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２-３ 【必ず実施してください】モード切替とテスト完了報告書送付   

 

 「テスト要綱」の「４．モード切替／テスト完了報告」に記載の通りモードの切替と 

テスト完了報告書の提出を実施します。 

 

◆モード切替 

6G ポータルサイトからダウンロードできる「6G ポータル利用手順書」の以下ページを参照の上、 

モード切替を行ってください。 

 

【テストデータセット手順】 

 6G ポータル利用手順書 「7-7 TF/6G 環境のモード切替」 

 

 

◆テスト完了報告書送付 

テスト完了後に「テスト完了報告書」をメールで以下のフォーマットにて送付ください。 

 （テスト完了報告書は 6G ポータルサイトからダウンロードできます） 

 

【件名】：【完了連絡】テスト完了報告書の送付「XXXXXXX」 

【TO 】：fjj-bms-tawaraya@dl.jp.fujitsu.com 

         fjj-edisc-terancsd@dl.jp.fujitsu.com 

【CC 】：sisutemubu@paseos.co.jp 

 

※” XXXXXXX”は貴社の取引先コード７桁を記載してください。 

 

 

 

引き続き“2-4.テスト用利用会社コード削除”を行ってください。 

 

  

mailto:fjj-bms-tawaraya@dl.jp.fujitsu.com
mailto:fjj-edisc-terancsd@dl.jp.fujitsu.com
mailto:sisutemubu@paseos.co.jp
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２-４ テスト用利用会社コードの削除 

 

テストで利用した利用会社「9999810」「9999800」を削除します。 

※「9999800」は支払データをご利用する場合のみとなります。 

 

① 「利用会社の登録」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「利用会社コード」に「9999810」（発注／出荷用）を選択し、「削除」ボタンをクリックします。 

※貴社の利用会社とお間違いのないようご注意ください。 
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③ 「保存」ボタンをクリックして削除します。 

      

 

   以下は支払データをご利用する場合のみとなります。 

   支払データをご利用されない場合は、以上で“２ 基本テスト”は完了になります。 

   引き続き、 “３ 業務確認テスト”を行ってください。 

 

④ 続いて、「利用会社コード」に「9999800」（支払用）を選択し、「削除」ボタンをクリックします。 

※貴社の利用会社とお間違いのないようご注意ください。 
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⑤ 「保存」ボタンをクリックして削除します。 

      

 

⑥ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

      

 

 

以上で“２ 基本テスト”は完了になります。 

引き続き“３ 業務確認テスト”を行ってください。 
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３ 業務確認テスト 

 

３-１ 業務確認テスト日程調整（iTERAN/AE以外での操作となります） 

 

 「テスト要綱」の「5.1 業務確認テスト希望連絡」に記載の通り、田原屋様に業務確認テストを行う希望

日程をご連絡ください。 

ご連絡後、田原屋様から開始可能日程がメールにて連絡されます。 

 

以下は田原屋様から連絡があった業務確認テスト開始日程に従い実施ください。 

 

３-２ 業務確認用データ受信 

 

    業務確認用テストデータを全て受信します。 

※iTERAN/AE ではセンタにセットされている全データ種のデータを一括で受信します。 

 ※田原屋様から送られたデータを受信します。 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社を選択後、「データ受信」ボタンをクリックします。 
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② 「受信開始」ボタンをクリックします。 

 

 

③ 「はい」ボタンをクリックします。 

             

 

④ 受信結果が全て「正常」となっていることを確認します。 

「エラー」となった場合はサポートデスクまでご連絡ください。 

※受信ファイル数、件数は以下画面と異なる場合があります。 

※受信した日時をメモしてください。（帳票出力時に利用します） 
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★以下画面が表示される場合、業務確認用データがセットされていません。 

“3-1.業務確認テスト日程調整”にて、調整した日程に誤りがないかをご確認ください。 

日程に誤りがなく以下が表示される場合は、田原屋様へご確認ください。 

           

 

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

          

 

  

以上で“3-2 業務確認用データ受信”は完了になります。 

 

出荷データを利用しない場合は 

引き続き“3-3 伝票印字テスト”を行ってください。 

 

    出荷データを利用する場合は 

引き続き“3-4 値札、物流ステッカー印字テスト”を行ってください。 
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３-３ 【出荷データを利用しない場合のみ実施】伝票印字テスト 

 

出荷データを利用する場合、当テストは不要です。 

次項へお進みください。 

 

  ■伝票印字設定 

以下 URL から「伝票用プリンタ導入ガイド（ＢＭＳ版）」を参照し、設定を行ってください。 

  http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf 

 

  ■伝票印字 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社を選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「納品リスト出力」ボタンをクリックします。 

      

http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf
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③ 伝票印字用ドットインパクトプリンタの準備ができていることを確認後、「出力条件」の「受信日

時」にデータ受信した日時を選択し、「印刷」ボタンをクリックします。 

※２回目以降は画面下の「対象」で「再発行」もしくは「両方」を選択の上、「印刷」ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

④ 伝票が枠内に正常に収まっていることを確認します。 

枠内に収まっていない場合は、以下 URL から「伝票用プリンタ導入ガイド（ＢＭＳ版）」 

を参照し、設定を行ってください。 

  

 http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf 

 

 

⑤ 伝票出力後、田原屋様システム部へ郵送します。 

 

郵送先：株式会社田原屋 システム部 

神奈川県川崎市幸区堀川町 580 ソリッドスクエア西館 11 階 

 

 

⑥ 田原屋様より、伝票内容が正しいことが確認された返答があった場合、当テストは完了となります。 

 

以上で“3-3.伝票印字テスト”は完了になります。 

引き続き“3-4 値札、物流ステッカー印字テスト”を行ってください。 

  

http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf
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３-４ 値札、物流ステッカー印字テスト 

 

iTERAN/AE にて表示された情報を元に値札と物流ステッカーを作成し、 

田原屋システム部様へご郵送ください。 

 

     値札、物流ステッカーの仕様については、ポータルサイトからダウンロードできる、お取引先様説明 

資料内の「流通ＢＭＳ版受発注オンラインシステムに係るご説明資料データ種【発注】編」 

を参照ください。 

 

値札、物流ステッカーの作成については、お手持ちの値札、物流ステッカーを作成する発行機（ラベル

プリンタ等）の各メーカーにお問い合わせください。 

 

    値札、物流ステッカー郵送先 

 

郵送先：株式会社田原屋 システム部 

神奈川県川崎市幸区堀川町 580 ソリッドスクエア西館 11 階 

 

  以下では、iTERAN 上で値札、物流ステッカー作成時の参照情報となる画面の表示方法と 

  他社製品との連携をする場合の連携ファイル出力方法を記載します。 

  ※サトー社との連携を実施する場合も「■他社製のシステムと連携する場合」を実施してください。 

 

 ■iTERAN/AE にて参照する情報画面の表示方法 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社を選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 
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② 「伝票番号別数量訂正」ボタンをクリックします。 

     

 

③ 「伝票番号」コンボボックスから情報を参照したい伝票番号を選択します。 
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④ 対象伝票番号の情報が表示されます。 

表示された情報を元に値札、物流ステッカーを作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伝票番号重複エラーが表示された場合 

対象伝票番号を選択後に伝票番号が重複している場合、エラーメッセージが表示されます。 

その場合、対象伝票番号を「伝票番号絞込条件」にて納品日、店舗等で絞込を行ってから再度、 

伝票番号を選択してください。 
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 ■他社製のシステムと連携する場合（サトー社との連携を実施する場合も含みます） 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社を選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「他社製品連携出力」ボタンをクリックします。 
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③ 「出力条件」を指定し「出力処理開始」ボタンをクリックします。 

※画面例は出力条件「受信日時」を指定しています。 

 

 

④ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑤ 以下の場所にファイルが出力されます。 

対象ファイルを他社製のシステムと連携してください。 

 

出力フォルダ：C:¥iTERAN¥shipmentSystem¥order¥8080000000001 

 出力ファイル：ODD.XXXX（XXXX は連番）・・・ラベル発行用のデータファイル 

     TRG.XXXX（XXXX は連番）・・・利用しません 

 

以上で“3-4 値札、物流ステッカー印字テスト”は完了になります。 

 

支払データを利用し、出荷データを利用する場合は 

引き続き“3-5 支払データ受信報告書の送付”を行ってください。 

 支払データを利用し、出荷データを利用しない場合は 

引き続き“3-5 支払データ受信報告書の送付”を行ってください。 

    支払データを利用せず出荷データを利用する場合は 

引き続き“3-6 業務確認用出荷データ送信”を行ってください。 

    支払データを利用せず出荷データも利用しない場合は 

業務テストは終了です。導入テストも完了となります。 
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３-５ 【支払データを利用する場合のみ実施】支払データ受信報告書の送付 

 

支払データを利用しない場合、当項目は実施不要です。 

次項へお進みください。 

 

   以下の「【支払】データ受信報告書」を記載し、田原屋様へ FAX またはメールにて送付します。 

   田原屋様にて内容が正しいことが確認され、返答頂いたくことで当項目は完了です。 

   ※テスト要綱の「5.4 【支払】データ受信報告書（支払）」を参照ください。 

 

【Email】 sisutemubu@paseos.co.jp 

【FAX】   044-541-8407 

 

 

 

記入日を記載 

貴社の取引先コード（５桁）、名称、 

連絡先電話番号、ご担当者名を記載 

 仕入明細帳を出力し、出力内容を転載し

ます。 

※詳細は後述 

記載方法は後述 
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 ■合計項目の記載方法 

 

 受信した支払データで「仕入先明細帳」を出力し、出力内容を転載します。 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社（複数コードをお持ちの場合は末尾”00”のコード）を選択後、 

「支払」ボタンをクリックします。 

     

 

 

② 「支払リスト出力」ボタンをクリックします。 
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③ 「出力条件」の「受信日時」にデータ受信した日時を選択し、「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 出力された「仕入明細帳」のヘッダ部分を参照し「【支払】データ受信報告書」に転載します。 
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     出力した仕入先明細帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支払】データ受信報告書 
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 ■完納伝票、修正伝票の件数、金額の記載方法 

 

    以下の通り、記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※実際にデータで確認したい場合は、支払データファイル出力を行い以下を手集計してください。 

 

      【データ上での完納伝票と修正伝票の見分け方】 

    完納伝票・・・BMS 項目[支払内容（個別）]が"4001"のデータ 

    修正伝票・・・BMS 項目[支払内容]が"1006"のデータ 

 

 

 

以上で“3-5 支払データ受信報告書の送付”は完了になります。 

 

    出荷データを利用する場合は 

引き続き“3-6 業務確認用出荷データ送信”を行ってください。 

 

    出荷データを利用しない場合は 

業務テストは終了です。導入テストも完了となります。 

 

 

  

125 

35,448 

8 

 
1,714 
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３-６ 【出荷データを利用する場合のみ実施】業務確認用出荷データ送信 

 

出荷データを利用しない場合、当テストは不要です。 

業務確認テスト終了です。 

導入テストも完了となります。 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の利用会社を選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「出荷確定」ボタンをクリックします。 
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③ 「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 明細一覧にテストデータが表示されることの確認後、「全選択」ボタンをクリックします。 

全行のチェックボックスにチェックが入ったことの確認後、「確定」ボタンをクリックします。 

※表示される伝票数、伝票内容は異なる場合があります。 
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⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦ 以下メッセージに対し「はい」ボタンをクリックします。 

※「いいえ」をクリックしてしまった場合は「受注・出荷業務メニュー」の「出荷送信」ボタンを

クリックしてください。 
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⑧ 対象の「社コード」から「0001：株式会社田原屋」を選択し、「送信開始」ボタンを 

クリックします。 

 

 

⑨ 「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

⑩ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑪ 出荷送信が正常に行えたかを TradeFront/6G 送受信状況照会画面にて確認します。 

※6G ポータル利用手順書 「8-3 送受信状況照会手順」参照 

 

以上で“3-6 業務確認用出荷データ送信”は完了になります。 

引き続き“3-7 スルーテスト”を行ってください。  
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３-７ 【出荷データを利用する場合のみ実施】スルーテスト 

 

出荷データを利用しない場合、当テストは不要です。 

業務確認テスト終了です。 

導入テストも完了となります。 

 

 ■スルーテストの流れについて 

  スルーテストは以下の流れで行います。 

     ※テスト要綱の「5.5 スルーテスト（出荷／出荷梱包）」を参照ください。 

 

① テスト発注データの受信 

「3-2 業務確認用データ受信」を実施します。 

 

② 出荷データの送信 

基本テストで行った「3-6 業務確認用出荷データ送信」を実施します。 

 

③ 出荷データ送信翌日に田原屋様にて出荷データを検証結果が連絡されます。 

 

④ ①～③を４回繰り返し実施します。 

※「3-6 業務確認用出荷データ送信」までに行ったテストを含め、計５回実施します。 

 

 

田原屋様のデータ検証結果が全て正しいものであることが確認できた場合に完了となります。 

 

 

 

 以上で導入テストは完了となります。 
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ご注意 

 

 

・ 本製品の一部または全部を弊社の書面による許可なく複写・複製することは、その形態を問わず禁じ

ます。 

・ 本製品の内容・仕様は訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 

・ Microsoft、Windows7、Windows8.1、Windows10、.NET Framework は 米国 Microsoft Corporation 

の米国およびその他の国における登録商標です。 

・ 記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 
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